
ロビボンドカラーインライン計測センサ

食品油脂類や化学プラントでの化成品、石油製品、その他の多くの
市場で使われており、主に液体の色の管理として古くから用いられ
てます。
計測方法としては主に、サンプル液を専用のガラスセルに入れ装置
にセットし、専用のカラーフィルターを切替目視で比較を行い、同
色に見えるフィルター値を色として表します。人為的にカラーフィル
ターを切替えて色を計測するオフライン間欠測定になります。　
また人による個人差が生じるため、互換性のある標準化が行えず、
機械化による標準管理化が重要課題となっていました。

［ロビボンドカラー計測とは］

弊社色差計のロビボンド色計測では、使用される色の範囲の全てのフィルターの組合せデータをデータ
ベース化すると共に、独自の演算処理を構築し、不連続性となるフィルター特性と、人間の色を感じる
連続特性の一致を実現化する事で、従来、自動計測対応が困難であったロビボンド色の自動計測を可
能としました。

［チノーのロビボンド計の特徴］

専用のカラーフィルターは、赤系や黄色系、青系、緑系、･･･など
幾つかのカラーフィルターを組み合せて(重ねて)色様々な標準色
を表しています。

Ｙ＝0.1～99.9（薄黄～濃黄）、Ｒ＝0.1～9.9（薄赤～濃赤）
⇒ＹＲ組合せ＝999×99＝98,091色

［ロビボンドカラー計測の具体例］

●ロビボンドカラーの自動計測が可能

→個人差による計測値誤差ゼロ化！

●リアルタイム計測によるインライン自動計測が可能

→工程管理の見える化、品質向上を実現！

油分の色差測定に！

黄色系計測例：

■アプリケーション例

←データベース化し、
　　保存・活用

防爆形成分計

可視・赤外ハイブリッド形多成分計

非接触・オンライン測定！

反射形ファイバ赤外水分計
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